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参
院
選
、
与

党
が
改
選
過
半

数
を
大
き
く
超

え
た
。
年
金
、

消
費
増
税
や
改

憲
な
ど
、
生
活

に
直
結
す
る
争
点
も
あ
っ
た
が
、

野
党
統
一
の
結
果
は
前
回
並
み
で
、

国
民
は
変
化
を
求
め
な
か
っ
た
。

と
は
い
え
、
投
票
率
が
50
％
を
割

る
国
政
選
挙
で
、
政
権
は
果
た
し

て
審
判
を
受
け
た
と
い
え
る
だ
ろ

う
か
▼
か
つ
て
〝
良
識
の
府
〟
と

い
わ
れ
た
参
議
院
。
市
川
房
枝
や

青
島
幸
男
な
ど
は
、
政
党
の
考
え

に
は
と
ら
わ
れ
な
い
、
個
々
人
の

良
識
の
も
と
、
自
由
闊
達
に
物
を

言
い
、庶
民
に
は
勿
論
、衆
議
院
や

政
府
に
対
し
て
一
定
の
影
響
力
を

持
っ
て
い
た
。
昨
今
、
著
名
人
の

多
く
が
政
党
に
属
し
、
組
織
に
縛

ら
れ
、
自
由
に
物
を
言
え
な
い
雰

囲
気
が
あ
る
▼
多
様
性
が
重
視
さ

れ
る
中
、
参
議
院
に
求
め
ら
れ
る

の
は
、以
前
の〝
良
識
の
府
〟。だ
が
、

一
強
と
い
わ
れ
る
安
倍
総
理
に
忖

度
す
る
国
会
議
員
が
増
え
れ
ば
、

期
待
は
で
き
な
い
▼
今
や
「
実
質

賃
金
」
や
「
地
上
イ
ー
ジ
ス
」
な

ど
結
論
あ
り
き
で
事
が
進
み
、
正

確
な
デ
ー
タ
や
事
実
に
基
づ
か
な

い
政
治
は
、
国
民
か
ら
の
信
頼
や

関
心
を
失
っ
て
い
る
。
期
待
し
た

い
の
は
、度
量
と
良
識
が
あ
り
、弱

者
に
暖
か
い
政
治
家
が
一
人
で
も

多
く
出
て
く
る
こ
と
。
真
の
政
治

家
に
、ま
や
か
し
の
『
安
定
政
治
』

で
は
な
く
、
当
た
り
前
の
『
福
祉

政
治
』
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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鹿
児
島
県
労
働
者
共
済
生
活
協
同
組
合

こ
く
み
ん
共
済 coop
〈
全
労
済
〉
九
州
統
括
本
部
鹿
児
島
推
進
本
部

第
64
回
通
常
総
代
会
お
よ
び
第
2
回
組
合
員
代
表
者
会
議
を
開
催

【
榮
留
本
部
長
あ
い
さ
つ
要
旨
】

　
昨
年
度
は
、中
期
経
営
政
策
の
初
年
度
と
し
て
、「
お
役
立
ち
発
想
」

と
「
共
創
活
動
」
に
よ
り
、組
合
員
の
皆
さ
ん
と
向
き
合
う
す
べ
て
の

場
面
で
、関
わ
り
を
持
つ
こ
と
を
念
頭
に
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　
一
方
、大
規
模
な
自
然
災
害
が
発
生
し
、被
災
者
の
生
活
再
建
第
一
で

対
応
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、鹿
児
島
の
事
業
実
績
は
、契
約
口
数
が
４
年
連
続
で
前

年
度
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
協
力
団
体
・
共
済
代
理
店
な
ど

の
皆
さ
ま
方
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
２
０
１
９
年
度
は
、愛
称
「
こ
く
み
ん
共
済 coop

」
の
ス
タ
ー
ト
、

新
こ
く
み
ん
共
済
な
ど
の
制
度
改
定
、県
労
済
生
協
創
立
60
年
の
年
度

と
な
り
ま
す
。

　
事
業
拡
大
は
、最
重
点
共
済
を「
自
賠
責
共
済
」と「
こ
く
み
ん
共
済
」

と
し
、さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で
ア
プ
ロ
ー
チ
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
団
体
生
命
共
済
一
律
加
入
の
最
大
活
用
」
の
提
案
や
「
保
障

の
点
検
・
見
直
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
60
」
を
通
年
的
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、店
舗
誘
導
や
訪
問
推
進
を
行
い
、代
理
店
活
動
の
強
化
も
図
り
ま

す
。

　
今
後
と
も
地
域
に
根
ざ
し
た
社
会
貢
献
活
動
を
進
め
、「
た
す
け
あ
い

の
輪
を
む
す
ぶ
」
運
動
を
行
い
、組
合
員
・
協
力
団
体
の
皆
さ
ま
に
安

心
を
与
え
、更
に
信
頼
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
ど
お
り
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

  

「
鹿
児
島
県
労
働
者
共
済
生
活
協
同
組
合
第

64
回
通
常
総
代
会
」
と
「
こ
く
み
ん
共
済 coop

〈
全
労
済
〉
鹿
児
島
推
進
本
部
第
２
回
組
合
員

代
表
者
会
議
」
を
７
月
30
日
（
火
）
に
マ
リ
ン

パ
レ
ス
か
ご
し
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
書
面
議
決
・
委
任
を
含
め
、
２
０

０
人
の
総
代
が
出
席
し
ま
し
た
。
森
総
代
と
吉

元
総
代
を
議
長
団
に
選
出
し
、榮
留
本
部
長（
理

事
長
）
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
２
０
１
８
年
度
推

進
活
動
報
告
、
２
０
１
９
年
度
推
進
活
動
計
画

な
ど
の
議
案
審
議
を
行
い
、
各
議
案
と
も
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
改
選

が
行
わ
れ
、
下
表
の
と
お
り
新
役
員
が
決
定
し

ま
し
た
。

　
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
つ
き
ま
し

て
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

役
職
名

氏
名

選
出
団
体

備
考

本
部
長

榮
留　

道
夫
自
治
労

事
務
局
長
梶
原　

健
児
全
国
労
働
者
共
済
生

活
協
同
組
合
連
合
会

代
表
委
員
畑
中　

和
広
県
労
福
協

〃

日
高　

実
禎
連
合
鹿
児
島

新
任

〃

満
永　

正
幸
自
治
労

新
任

〃

岡　
　

良
二
私
鉄
総
連

〃

柳
原　

祐
也
フ
ー
ド
連
合

〃

池
田　

裕
介
自
動
車
総
連

〃

福
森　

茂
広
全
建
総
連

〃

田
中　

廣
太
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン

〃

池
田　

耕
造
運
輸
労
連

〃

肥
後　

良
二
自
治
労
全
国
一
般

新
任

〃

下
小
薗
祐
一
基
幹
労
連

新
任

〃

須
納
瀬　

稔
紙
パ
連
合

〃

石
田　

則
行
鹿
児
島
地
域

〃

岩
切　

真
二
鹿
児
島
地
域

〃

古
殿　

義
輝
鹿
児
島
地
域

〃

村
屋　

高
広
鹿
児
島
地
域

〃

髙
田　

博
憲
南
薩
地
域

〃

三
浦　

辰
男
北
薩
地
域

〃

外
山　

浩
己
姶
良
伊
佐
地
域

〃

川
井
田
新
一
大
隅
地
域

〃

長
田　

恭
枝
熊
毛
地
域

〃

山
田
た
ま
き
奄
美
地
域

〃

百
武　

啓
二
電
力
総
連

〃

馬
場　

淳
一
情
報
労
連　

〃

山
地　

裕
也
全
労
金

新
任

【
敬
称
略
・
順
不
同
】

鹿
児
島
県
労
働
者
共
済
生
活
協
同
組
合
の
役
員

は
、
こ
く
み
ん
共
済 c

o
o

p

〈
全
労
済
〉
鹿
児

島
推
進
本
部
の
役
員
が
兼
務
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

※�
「
本
部
長
」
→
「
理
事
長
」　
「
事
務
局
長
」

→
「
専
務
理
事
」　
「
代
表
委
員
」
→
「
理
事
・

監
事
」
を
兼
務
。

榮留本部長（理事長）

こ
く
み
ん
共
済 coop

〈
全
労
済
〉

鹿
児
島
推
進
本
部
　
役
員
体
制
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あいさつする石田県本部推進委員長（右）

提案を聞く各地域推進委員の皆さん

43
団
体
が
応
募

―
2
0
1
9
年
度
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
10
団
体
に
決
定
―

2
0
1
9
年
度

第
2
回
県
本
部
推
進
委
員
会
を
開
催

　
≪
ろ
う
き
ん
≫
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
預
金
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
」
の
寄
付
金
と
≪
ろ
う
き
ん
≫
の

拠
出
金
を
財
源
と
し
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

助
成
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
、
市
民
活
動
団
体
等
の
活
動
を
財

政
面
か
ら
支
援
す
る
た
め
に
、
単
年

度
ご
と
に
実
施
し
て
い
る
制
度
で
、

今
年
度
で
16
回
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま

で
九
州
内
の
１
０
７
８
団
体
（
鹿
児

島
地
区
１
４
９
団
体
）
に
２
億
３

４
０
０
万
円
を
助
成
し
て
き
ま
し

た
。
≪
ろ
う
き
ん
≫
の
理
念
で
あ
る

　
２
０
１
９
年
度
第
２
回
鹿
児
島

県
本
部
推
進
委
員
会
が
７
月
25
日

（
木
）、
県
内
各
地
の
推
進
委
員
21
人

参
加
の
下
、
鹿
児
島
県
本
部
３
階
大

会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
の
冒
頭
、
石
田
県
本
部
推
進

委
員
長
が
あ
い
さ
つ
、
議
長
に
選
出

さ
れ
、
県
本
部
推
進
役
員
が
２
０
１

９
年
度
６
月
末
概
況
と
重
点
課
題
の

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
銀
行
系
の
高
金
利
カ
ー
ド

ロ
ー
ン
か
ら
低
金
利
の
≪
ろ
う
き
ん
≫

カ
ー
ド
ロ
ー
ン
・
ツ
カ
え
～
る
（
会

員
限
定
商
品
）
へ
の
借
換
を
推
進
す

る
「
ツ
カ
ゆ
っ
ど
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
昨
年
度
に
引
き
続
き
実
施
す
る
こ

と
を
確
認
。
個
人
型
確
定
拠
出
年
金

（iD
eCo

）
の
推
進
や
「
カ
ー
ラ
イ

第16回 九州ろうきんＮＰＯ助成団体一覧
※応募総数（43）団体

助成団体名 支援内容 助成金額

1
人形劇サークル
パレット

キーボードの生演奏による人形劇の講演。
キーボードの買い替え、人形の補修費、新
しい作品の材料費

10万円

2
特定非営利活動法人
かごっまお助け隊

地域で孤立しがちな障がい者と地域住民と
の交流イベントやボランティア活動の実施

20万円

3
NPO法人子ども支援
ネットワークめばえ

閉校になった学校を利用し、農業体験で収
穫した野菜の加工、海岸清掃等地域の交流
行事の提供

20万円

4
全国パーキンソン病
友の会鹿児島県支部

支部交流誌充実のための印刷費用。県内で
の地区交流会の交通費助成

25万円

5
鹿児島県手話通訳士
協会

手話通訳士の技術向上のための学習会で活
用するビデオカメラ・三脚・プロジェク
ターの購入費用

10万円

6
赤鼻のクラウン一座
あかつき

高齢者施設・病院等を慰問する際の、ジャ
グリング等の道具や衣装・楽器の購入費用

30万円

7
小児がんサポート・
のぞみ

小児病棟で長期療養中の子どもたちの季節
や行事での写真会の実施

30万円

8
鹿児島方言週間
フェスティバル実行
委員会

方言を楽しみながら体験してもらうイベン
トの実施費用

20万円

9
高齢者交通支援セン
ター

高齢者の病院等への送迎と、参加者同士の
コミュニティの場としての活用

20万円

10 NPO法人UNiSON
発達障害の子どもたちへの適切な支援、発
達検査を行うためのキットの購入資金

25万円

フ
ロ
ー
ン
」「
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
」「
資

産
形
成
応
援
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ

い
て
職
場
へ
の
周
知
と
協
力
を
要
請

し
ま
し
た
。
ま
た
、
推
進
活
動
強
化

費
の
取
り
扱
い
や
、
第
16
回
九
州
ろ

う
き
ん
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
選
考
の
結
果
、

第
11
回
組
合
広
報
宣
伝
コ
ン
ク
ー
ル

に
つ
い
て
報
告
や
確
認
を
行
い
ま
し

た
。

「
人
々
が
喜
び
を
も
っ
て
共
生
で
き

る
社
会
の
実
現
」
に
共
感
い
た
だ
け

る
皆
さ
ま
の
事
業
活
動
に
つ
い
て
今

年
も
募
集
の
呼
び
掛
け
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
４
月
23
日
か
ら
６
月
７
日
ま

で
の
募
集
期
間
に
、
鹿
児
島
県
内
各

地
で
活
動
さ
れ
て
い
る
43
団
体
か
ら

応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
７
月
８

日
（
月
）
に
審
査
委
員
会
を
開
催
し
、

厳
正
な
審
査
の
下
、
10
団
体
の
活
動

に
総
額
２
１
０
万
円
の
助
成
を
決
定

し
ま
し
た
。
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志
布
志
支
店
友
の
会
は

7
月
12
日
（
金
）、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
と
第

35
回
定
期
総
会
を
開
催

し
、
50
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
は
県
本
部
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
予
選
を
か
け
大
浜
緑

地
公
園
で
行
わ
れ
、
好
天

の
下
、
参
加
者
は
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
い
か
ん

な
く
発
揮
し
、
楽
し
み
な

が
ら
も
真
剣
な
ま
な
ざ
し

で
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し

た
。
熱
戦
の
末
、
山
口
和

人
さ
ん
が
優
勝
し
ま
し
た

が
、
接
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
県
本
部

定期総会の様子

熱戦の結果に聞き入る参加者

第
35
回
定
期
総
会

を
開
催

徳
之
島
支
店
友
の
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
と

第
35
回
定
期
総
会
を
開
催

志
布
志
支
店
友
の
会

　
徳
之
島
支
店
友
の
会
は
7
月
26
日

（
金
）、ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
に
し
だ
で「
第

35
回
定
期
総
会
」
を
開
催
し
、
徳
之

島
三
町
か
ら
30
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
総
会
は
安
田
事
務
局
長
の
開

会
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
芝
田

会
長
と
上
脇
支
店
長
が
あ
い
さ

つ
し
た
後
、
全
会
一
致
で
川
村

安
次
郎
さ
ん
が
議
長
に
選
出
さ

れ
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、
経
過
報
告
を
含

む
議
案
が
提
案
さ
れ
、
参
加
者

か
ら
の
意
見
・
質
問
に
対
し
て

は
、
安
田
事
務
局
長
が
答
弁
を

行
い
、
全
て
の
議
案
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
は
毎
年
恒
例
の

懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。
黒
糖

焼
酎
が
進
む
に
つ
れ
（
総
会
よ

り
も
）
会
話
が
弾
み
、
参
加
者

か
ら
カ
ラ
オ
ケ
も
披
露
さ
れ
る

な
ど
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
出
場
選
手
20
人

に
つ
い
て
は
確
定
で
き
ず
、
役
員
会

へ
持
ち
越
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
定
期
総
会
は
会
場
を
香
月
地
区

公
民
館
に
移
し
て
行
わ
れ
、
伊
地
知

副
会
長
が
開
会
を
宣
言
し
、
廣
川
会

長
・
辻
村
支
店
長
が
あ
い
さ
つ
し
た

後
、
全
会
一
致
で
平
山
大
作
さ
ん
が

議
長
に
選
出
さ
れ
議
事
に
入
り
ま
し

た
。

　
議
事
で
は
、
経
過
報
告
を
含
む
議

案
が
提
案
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
の
複

数
の
意
見
・
質
問
に
対
し
て
は
、
上

村
事
務
局
長
が
答
弁
を
行
い
、
全
て

の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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第
２
回
組
合
員
代
表
者
会
議
を
開
催
し
ま
し
た

　
２
０
１
９
年
度
は
、
昭
和
35
年

（
１
９
６
０
年
）
3
月
23
日
の
鹿

児
島
県
労
働
者
共
済
生
活
協
同
組

合
創
立
総
会
開
催
か
ら
60
周
年
を

迎
え
、
新
し
い
愛
称
「
こ
く
み
ん

共
済 coop

〈
全
労
済
〉
鹿
児
島

推
進
本
部
」と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
、

「
新
こ
く
み
ん
共
済
・
新
長
期
生

命
共
済
」
の
制
度
改
定
と
大
き
な

節
目
を
迎
え
る
年
度
と
な
り
ま

す
。
鹿
児
島
推
進
本
部
推
進
活
動

計
画
は
、
こ
の
3
つ
の
イ
ベ
ン
ト

を
踏
ま
え
、
最
重
点
共
済
を
「
こ

く
み
ん
共
済
」「
自
賠
責
共
済
」、

重
点
共
済
を
「
マ
イ
カ
ー
共
済
」

「
団
体
生
命
共
済
」「
住
ま
い
る
共

済
」と
し
て
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
第
2
回
組
合
員
代
表
者
会
議
の
中
で
２
０
１
８
年
度
共
済
活
動
表
彰
を
行

い
、
榮
留
本
部
長
よ
り
各
部
門
最
優
秀
の
協
力
団
体
へ
賞
状
と
副
賞
の
贈
呈

を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
表
彰
は
「
こ
く
み
ん
共
済 coop

〈
全
労
済
〉
鹿
児
島
推
進
本
部

共
済
活
動
表
彰
基
準
」
に
も
と
づ
い
て
順
位
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
新
契
約

件
数
・
契
約
率
の
部
は
２
０
１
８
年
度
の
新
規
契
約
件
数
と
当
該
協
力
団
体

の
組
織
人
員
に
も
と
づ
き
決
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
保
障
設
計
運
動

の
部
は
、
２
０
１
８
年
度
の
各
協
力
団
体
に
お
け
る
各
種
共
済
活
動
を
共
済

活
動
表
彰
基
準
別
表
に
も
と
づ
き
集
計
し
、
選
考
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
９
年
度
に
お
い
て
も
協
力
団
体
の
表
彰
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

報告【2019年度 推進活動計画】
Ⅰ.　活動の基盤となる取り組み
１．�鹿児島県労働者共済生活協同組合60

周年にむけた取り組み
２．�新しい愛称「こくみん共済 coop」の

浸透
３．�「新こくみん共済・新長期生命共済」

制度改定
Ⅱ.　九州統括本部＜最重要＞統一課題
１．�「保障の点検・見直しキャンペーン

60」の取り組み
２．�団体生命共済一律加入を最大活用する

取り組み
Ⅲ.　�事業維持・事業拡大のための取り組み
１．協力団体における取り組み
２．居住域における取り組み
３．代理店における取り組み
４．事業基盤強化にむけた取り組み

２
０
１
９
年
度 

鹿
児
島
推
進
本
部 

推
進
活
動
計
画
に
つ
い
て

２
０
１
８
年
度　

共
済
活
動
表
彰
に
つ
い
て

表彰された各部門最優秀の団体代表者

当日の様子

【敬称略】

住まいる共済
（火災共済）

新規契約 件数の部 新規契約　契約率の部

最優秀 鹿児島県職員労働組合 最優秀 全日通労働組合鹿児島県支部

優秀 鹿児島市職員労働組合 優秀 南日本総合サービス互助会

住まいる共済
（自然災害共済）

新規契約 件数の部 新規契約　契約率の部

最優秀 奄美市職員労働組合 最優秀 宇検村職員組合

優秀 鹿屋市職員労働組合 優秀 伊仙町職員組合

マイカー共済

新規契約 件数の部 新規契約　契約率の部

最優秀 鹿児島県建設技能者組合 最優秀 住友金属鉱山
菱刈鉱山労働組合

優秀 私鉄鹿児島交通労働組合 優秀 全水道鹿児島水道労働組合

自賠責共済

新規契約 件数の部 新規契約　契約率の部

最優秀 曽於市職員組合 最優秀 生和糖業労働組合

優秀 鹿児島県職員退職者会 優秀 阿久根市職員労働組合

こくみん共済

新規契約 件数の部 新規契約　契約率の部

最優秀 京セラ労働組合（国分支部・
川内支部・隼人支部） 最優秀 九州労働金庫労働組合　

鹿児島支部

優秀 南国交通労働組合 優秀 南西糖業労働組合

団体生命共済

純増口数表彰

最優秀 鹿児島トヨペット労働組合

優秀 鹿児島トヨタ労働組合

優秀 南国殖産労働組合

生活保障
設計運動表彰

最優秀 牧迫運輸労働組合

優秀 鹿児島市立病院労働組合

優秀 ネッツトヨタ鹿児島労働組合

優秀 トヨタカローラ鹿児島労働組合

優秀 ネッツトヨタ南九州労働組合

表彰団体一覧
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「
こ
く
み
ん
共
済
」「
総
合
医
療
共
済
」

「
せ
い
め
い
共
済
」
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
！

　
こ
く
み
ん
共
済 coop

〈
全
労
済
〉
で
は
、２
０
１
９
年
８
月
１

日
か
ら
、主
力
商
品
で
あ
る
「
こ
く
み
ん
共
済
」
を
中
心
に
「
総
合

医
療
共
済
」「
せ
い
め
い
共
済
」
の
制
度
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
改
定
で
は
、保
障
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
よ
り
選
択
・
設
計
し
や
す

い
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、組
合
員
の
皆
さ
ま
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
や
社
会
環
境
の
変
化
を
ふ
ま
え
た
保
障
内
容
の
改
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、こ
こ
に
記
載
し
て
い
る
内
容
は
制
度
改

定
内
容
の
一
部
で
す
。
詳
し
く
は
こ
く
み
ん
共
済 coop

〈
全
労
済
〉

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

キャンペーンサイトはこちら

～新しくなった「こくみん共済」の改定ポイント～
１．加入できる方の範囲の拡大
　新規加入可能年齢上限を引き上げ、より多くの方にご利用いた

だけるように改善。（例：総合保障タイプは満59歳⇒満64歳）

２．�「入院時諸費用サポート共済金」「子育てに関するWEB
相談サービス」を新設

　こども保障タイプは「子どもの総合保障」＋「子育てをする家

族へのサポート」の視点をもち、「入院時諸費用サポート共済金」

「子育てに関するWEB相談サービス」を新設。

３．病気入院日額保障の引き上げ
　総合保障タイプ2口は入院日額2,000円（従来1,500円）、医療保

障タイプ2口は日額10,000円（従来6,000円）へ病気入院日額を

引き上げ。

　
こ
く
み
ん
共
済 coop

〈
全
労
済
〉
で
は
、

「
こ
く
み
ん
共
済
」「
総
合
医
療
共
済
」「
せ

い
め
い
共
済
」
の
制
度
改
定
を
記
念
し
て
、

8
月
31
日
（
土
）
ま
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
対
象
共
済
の

資
料
請
求
や
お
見
積
も
り
を
す
る
と「
ピ
ッ

ト
く
ん
健
康
増
進
グ
ッ
ズ
」
が
抽
選
で
合

計
２
０
０
０
名
様
に
当
た
り
ま
す
。

　
な
お
、
応
募
は
お
一
人
様
1
回
と
な
り

ま
す
。
希
望
賞
品
は
、
ご
応
募
の
際
に
第

1
希
望
、
第
2
希
望
を
ご
回
答
い
た
だ
き

ま
す
が
、
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　
こ
く
み
ん
共
済 coop

〈
全
労
済
〉
は
、

お
子
さ
ま
を
は
じ
め
と
し
た
皆
さ
ま
の
体

力
向
上
・
健
康
増
進
に
寄
与
す
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
応
募
数
に
応
じ
て
「
縄
跳
び
・
大
縄
跳

び
」
を
小
学
校
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、
児
童
健

全
育
成
推
進
団
体
な
ど
に
寄
贈
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、こ
く
み
ん
共
済 coop

〈
全

労
済
〉
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

スマートフォンのみ対応。
一部対応できない機種もございます。

（資料請求・お見積もりもできます）
▼

2019年
8月実施

こくみんキャンペーン 検索
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（
大
人
11
人
・
子
ど
も
13
人
）
が

参
加
し
、
南
国
交
通
観
光
の
車
い

す
４
台
分
の
ス
ペ
ー
ス
の
あ
る
特

別
仕
様
の
大
型
バ
ス
で
出
発
。
１

日
目
は
鴨
池
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で

垂
水
へ
渡
り
、
ま
ず
国
立
大
隅
青

少
年
自
然
の
家
で
革
細
工
の
オ
リ

　
鹿
児
島
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

で
は
、
梅
雨
明
け
を
待
っ
て
い
た

か
の
よ
う
な
夏
空
が
広
が
る
７
月

26
日（
金
）・
27
日（
土
）の
両
日
、

鹿
屋
・
大
隅
の
自
然
と
歴
史
・
宇

宙
を
体
感
す
る
こ
と
を
目
的
に
親

子
ふ
れ
あ
い
講
座
を
開
催
し
ま
し

た
。
講
座
に
は
、
８
家
族
・
24
人

鹿
屋
・
大
隅
を
学
ぼ
う

親
子
で
大
隅
の
自
然
と
歴
史
、宇
宙
を
体
感

ー
県
労
福
協
２
０
１
９
親
子
ふ
れ
あ
い
講
座
in
大
隅
ー

名勝「雄川の滝」で記念撮影

家族でピース！！（海上自衛隊鹿屋航空基地）

ジ
ナ
ル
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
40
分
ほ

ど
か
け
て
作
成
し
ま
し
た
。
そ
の

出
来
栄
え
に
参
加
者
の
皆
さ
ん
は

大
満
足
で
、
も
の
作
り
の
楽
し
さ

と
喜
び
を
体
感
し
て
い
ま
し
た
。

昼
食
は
レ
ス
ト
ラ
ン
で
バ
イ
キ
ン

グ
。
大
隅
の
旬
の
食
材
で
元
気
を

注
入
し
た
後
、
海
上
自
衛
隊
鹿
屋

航
空
基
地
の
歴
史
資
料
館
へ
。
過

去
の
歴
史
を
学
び
、
今
を
知
り
、

未
来
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
戦
時
中
の
特
攻
隊
員
が
両
親

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
飛
び
立
つ

決
意
を
つ
づ
っ
た
手
紙
は
胸
に

迫
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
最
後
は
南
大
隅
町

の
「
な
ん
た
ん
市
場
」

で
小
型
バ
ス
２
台
に
乗

り
換
え
て
、
大
河
ド
ラ

マ
「
西
郷
ど
ん
」
で
も

有
名
に
な
っ
た
名
勝
雄

川
の
滝
へ
。
テ
レ
ビ
で

見
て
い
た
透
明
感
の
あ

る
エ
メ
ラ
ル
ド
ブ
ル
ー

に
輝
く
静
か
な
水
面
を

期
待
し
て
い
ま
し
た

が
、
ダ
ム
放
流
の
影
響

も
あ
り
、
意
に
反
し
て

滝
の
洗
礼
を
受
け
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
落
差
46
メ
ー
ト

ル
・
幅
60
メ
ー
ト
ル
を

誇
る
迫
力
満
点
の
水
量
は
圧
巻
で

し
た
。
ま
た
、
滝
壁
面
の
幾
何
学

模
様
の
節
理
は
自
然
が
作
り
出
し

た
美
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
て

く
れ
ま
し
た
。
宿
泊
は
ダ
グ
リ
岬

の
頂
上
に
立
ち
、地
中
海
の
リ
ゾ
ー

ト
施
設
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
と
い
う

そ
の
国
民
宿
舎
ボ
ル
べ
リ
ア
ダ
グ

リ
。
素
晴
ら
し
い
景
観
と
料
理
に

参
加
者
全
員
大
満
足
で
し
た
。

　
２
日
目
は
、
宝
満
寺
跡
と
武
家

屋
敷
を
中
心
に
志
布
志
の
街
を
巡

る
歴
史
探
訪
で
ス
タ
ー
ト
。
安
産

祈
願
・
お
釈
迦
祭
り
で
有
名
な
宝

満
寺
（
創
建
は
奈
良
時
代
・
明

治
２
年
に
廃
寺
、
昭
和
11
年
に
再

建
）
を
訪
れ
た
後
、
天
智
天
皇
に

布
を
献
上
し
た
と
い
う
伝
説
に
由

来
す
る
「
志
布
志
」
の
地
名
発
祥

の
地
へ
。
藩
政
時
代
志
布
志
地
頭

革細工でキーホルダーを作成（国立大隅青少年の家）
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イルカが大ジャンプ(志布志湾大黒イルカランド)

読み手は
福元直子さん

青い空！青い海！笑顔で撮影（内之浦宇宙空間観測所）

志布志の街を歴史探訪（武家屋敷群）

　2008年より後部座席のシートベルト着用が義務化されていま
す。しかし2018年の警察庁・ＪＡＦ日本自動車連盟調査（一般道）
によると、鹿児島県の後部座席シートベルト着用率は、全国ワー
スト１位という結果でした。
　この現状を踏まえ、交通事故による重大な被害を減らすことを
目的として、鹿児島県労働者福祉協議会も「後部座席シートベル
ト着用キャンペーン」に協賛しました。
　当キャンペーンのラジオ放送日程は下記の通りです。

①放送局　エフエム鹿児島
②�放送日程�　８月１日～11月12日（毎週火曜日・木曜日）
　14時台１回放送　全30回
　�８月１日・６日・８日・13日・15日・20日・22日・27日・29日（９回）
　�９月３日・５日・10日・12日・17日・19日・24日・26日（８回）
　　�10月１日・３日・８日・10日・15日・17日・22日・24日・29日・31日（10回）
　　11月５日・７日・12日（３回）
③放送内容

2019年度「次世代人材育成研修会」
　青年層を中心に「労働運動」「労働者自主福祉運動」に対する
理解や関心を高める活動の一環として、次世代を担う「人材育成
研修」を開催します。

開催日：2019年８月31日（土）13時30分～17時30分
会　場：パレスイン鹿児島
　　　　（鹿児島市樋之口町８－２）
講　演：（仮題）児童虐待防止（子どもの未来を守る）
研　修：◆NPO法人消費者ネットワークかごしま
　　　　◆連合鹿児島
　　　　◆九州労働金庫
　　　　◆こくみん共済 coop〈全労済〉
　　　　◆労福協
　　　　※構成組織を通じて申し込みをお願いします。

政
治
の
中
心
と
な
っ
た
地
頭

仮
屋
跡
（
現
在
の
志
布
志
小

学
校
）・
福
山
氏
庭
園
（
藩

政
時
代
の
最
上
級
役
職
の
住

居
・
本
宅
は
約
２
０
０
年
前

の
も
の
）・
静
か
な
佇
ま
い

の
往
時
の
面
影
を
残
す
武
家

屋
敷
を
見
学
。
次
に
志
布
志

湾
大
黒
イ
ル
カ
ラ
ン
ド
で
６

頭
の
イ
ル
カ
に
よ
る
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
シ
ョ
ー
を
満

喫
。
３
頭
同
時
の
高
さ
の
あ

る
ジ
ャ
ン
プ
は
見
る
者
を
圧

倒
。
そ
の
水
し
ぶ
き
に
も
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た
。
昼
食
は
志
布
志

湾
大
黒
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
志
布

志
湾
の
海
の
幸
を
堪
能
。
最
後

は
、〝
や
ぶ
さ
め
と
ロ
ケ
ッ
ト
の

町
〟肝
付
町
へ
。科
学
観
測
ロ
ケ
ッ

ト
お
よ
び
科
学
衛
星
の
打
ち
上
げ

や
追
跡
、
デ
ー
タ
取
得
等
を
行
っ

て
い
る
内
之
浦
宇
宙
空
間
観
測
所

の
施
設
と
資
料
館
を
見
学
し
ま
し

た
。
地
元
観
光
ガ
イ
ド
の
方
の
丁

寧
な
説
明
も
あ
り
、
１
９
６
２
年

の
設
立
以
来
、
大
小
４
０
０
機
の

ロ
ケ
ッ
ト
と
30
機
あ
ま
り
の
人

工
衛
星
、探
査
機
を
打
ち
上
げ
、

宇
宙
科
学
研
究
に
多
大
な
貢
献

を
し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
素
晴
ら
し
い
旅
行
企
画
を
提

供
し
て
い
た
だ
い
た
南
国
交
通

ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
、
安
全
な

運
行
で
楽
し
く
思
い
出
に
残
る

旅
に
し
て
い
た
だ
い
た
南
国
交

通
観
光
の
み
な
さ
ま
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

エフエム鹿児島
シートベルト着用キャンペーンに協賛しています
合言葉は『全席シートベルト着用ＯＫ！』

たった一回の事故ですべてを失った方々もい
ます。
後部座席のシートベルト着用で助かった命も
あります。
豊かな生活を守るために。
鹿児島県労働者福祉協議会も後部座席シート
ベルト着用キャンペーンに協賛しています。



睡眠で悩む人が2割以上
という現代。「睡眠外来」
カウンセラーでもある著
者が眠りをめぐる悩みに
アドバイスします。

よい睡眠で
ハッピーライフ!

ニュース・
ワード

臨床心理士　山藤奈穂子

す
。
眠
く
な
る
時
間
は
起
床
時

間
で
決
ま
り
ま
す
。
起
き
た
時

間
が
い
つ
も
と
同
じ
な
ら
、
眠

く
な
る
時
間
も
当
然
い
つ
も
と

同
じ
で
す
。

　
早
く
寝
よ
う
と
し
て
も
眠
く

な
ら
な
い
、焦
る
、な
ぜ
眠
れ
な

い
の
か
不
安
に
な
る
、
不
安
で

目
が
さ
え
る
、
さ
ら
に
眠
れ
な

く
な
る
―
―
。
こ
れ
が
不
眠
の

悪
循
環
を
つ
く
る
心
理
的
な
メ

カ
ニ
ズ
ム
で
す
。

　
悩
み
過
ぎ
る
人
も
要
注
意
で

す
。
不
眠
に
な
る
人
は
、
問
題

を
一
生
懸
命
考
え
て
解
決
し
よ

う
と
頑
張
る
人
が
多
く
、
就
寝

後
す
ぐ
眠
れ
な
い
と
「
ず
っ
と

眠
れ
な
い
の
か
。
眠
れ
な
か
っ

た
ら
大
変
だ
」
と
考
え
続
け
、

逆
に
だ
ん
だ
ん
と
目
が
さ
え
て

し
ま
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
避
け
る
に
は
、
眠
く

な
る
ま
で
は
布
団
に
入
ら
な
い

こ
と
で
す
。
布
団
に
入
っ
て
10

分
し
て
も
眠
れ
な
か
っ
た
ら
、

い
っ
た
ん
起
き
て
間
接
照
明
で

本
を
読
む
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き

る
ド
ラ
マ
や
映
画
を
見
る
、
雑

誌
を
読
む
、
ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク
を

飲
む
―
―
な
ど
が
お
勧
め
。
ス

マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
を
見
る
、ま
ぶ

し
い
蛍
光
灯
を
浴
び
る
こ
と
な

ど
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

厚
生
労
働
省
に
よ
れ
ば
、
国
内

で
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
含
め
た

病
的
な
ネ
ッ
ト
依
存
が
疑
わ
れ
る

中
高
生
は
推
計
93
万
人
。
課
金
制

で
経
済
的
負
担
が
大
き
い
も
の
も

多
く
、
対
策
が
待
た
れ
ま
す
。

　「
よ
い
睡
眠
で
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
！
」

読
み
ま
し
た
。
不
眠
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、良
質
な
睡
眠
を
心
が
け
る
こ
と

で
私
生
活
や
仕
事
に
も
良
い
影
響
を

与
え
る
と
思
い
ま
す
。
充
実
し
た
生

活
を
送
る
た
め
に
も
参
考
に
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。 

（
姶
良
市
・
男
性
）

　
そ
の
日
暮
ら
し
の
今
、
貯
蓄
な
ど

な
い
。
仕
事
を
や
り
続
け
な
い
と
家

１
０
０
年
時
代
に
向
け
て
資
金

運
用
だ
け
で
な
く
、
健
康
指
導
な

ど
も
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
力
強
く
感
じ
ま
し
た
。
機
会

が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 

（
鹿
児
島
市
・
女
性
）

　
雨
の
日
が
多
く
な
り
台
風
や
豪

雨
災
害
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
こ
く

み
ん
共
済 coop

に
加
入
し
て
い

る
の
で
安
心
し
て
い
ま
す
。

（
大
崎
町
・
男
性
）

　
団
体
生
命
共
済
の
更
新
に
合
わ

せ
て
保
障
を
考
え
直
す
い
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。
更
新
時
期
に
な

る
と
一
年
が
早
い
な
と
い
つ
も
思

い
ま
す
。 

（
指
宿
市
・
男
性
）

　
不
眠
の
原
因
が
、
生
活
習

慣
に
あ
る
こ
と
は
珍
し
い
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
ず
は
カ
フ
ェ
イ
ン
。
不

眠
に
悩
む
人
は
午
後
か
ら

コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
、
緑
茶
、

コ
ー
ラ
、エ
ナ
ジ
ー
ド
リ
ン
ク

な
ど
の
摂
取
を
や
め
ま
す
。

こ
れ
だ
け
で
寝
つ
き
が
よ
く

な
る
人
が
い
ま
す
。
年
齢
と

と
も
に
眠
る
力
は
弱
く
な
り

ま
す
。
若
い
頃
は
眠
れ
て
も
、

今
も
大
丈
夫
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
早
す
ぎ
る
就
寝
時
間
が
不

眠
の
も
と
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
翌
日
の
予
定
を
考

え
て
い
つ
も
よ
り
早
く
就
寝

す
る
と
い
う
人
は
要
注
意
で

⑤生活習慣改善で不眠解消へ

ゲーム障害
　

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
プ
レ
イ
す
る
も

の
）
な
ど
の
や
り
す
ぎ
で
、
日
常
生
活

が
困
難
に
な
る
障
害
で
す
。
こ
の
ほ
ど

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
国
際
疾

病
と
し
て
正
式
に
認
定
し
ま
し
た
。

　

家
庭
用
デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー
ム
は
、

１
９
８
０
年
代
に
登
場
し
、
当
時
か

ら
子
ど
も
の
ゲ
ー
ム
依
存
が
問
題
視

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
近
年
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
に
よ
る
携
帯
ゲ
ー
ム

が
主
流
と
な
り
、
プ
レ
イ
す
る
場
所

や
時
間
が
拡
大
し
た
こ
と
で
視
力
低

下
な
ど
の
健
康
被
害
も
深
刻
化
し
て

い
ま
す
。

読
　
者

か
ら
の

声

241

賃
も
払
え
な
い
。
ど
う
な
る
の
か
、

私
の
老
後
！ 

（
奄
美
市
・
女
性
）

　
第
７
０
３
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
た

ニ
ュ
ー
ス
・
ワ
ー
ド
の
自
動
通
話
録

音
機
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
機
能
で

す
ね
！
　
振
り
込
め
詐
欺
の
撲
滅
に

つ
な
が
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

（
鹿
児
島
市
・
女
性
）

　
老
後
の
資
金
が
「
年
金
＋
２
０
０

０
万
」
で
ま
か
な
え
る
は
ず
も
な

く
、
２
０
０
０
万
以
上
不
足
す
る
こ

と
は
、大
昔
か
ら
自
覚
し
て
い
ま
す
。

自
己
対
策
あ
る
の
み
で
す
。

（
鹿
児
島
市
・
男
性
）

　
労
福
協
各
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
人
生
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北
薩
地
域
労
働
者
福
祉
協
議
会
は

７
月
３
日
（
水
）、
九
州
労
金
川
内

支
店
会
議
室
で
第
25
回
定
期
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
豪
雨
で
公
共
交
通
機
関

に
影
響
が
出
る
中
、
遠
方
か
ら
招
い

た
代
議
員
が
災
害
対
策
な
ど
で
急
遽

欠
席
に
な
る
よ
う
な
状
況
で
し
た

が
、
日
程
の
関
係
も
あ
り
総
会
を
決

行
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
高
教
組
の
當
房
代
議

員
を
議
長
に
選
出
し
、
２
０
１
８
年

度
の
活
動
報
告
、
会
計
報
告
・
監
査

報
告
を
行
い
、
第
１
号
議
案
か
ら
第

５
号
議
案
ま
で
の
全
議
案
が
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
例
年
行
っ
て
い
る
総
会
終
了
後

の
懇
親
会
は
、
天
候
を
考
慮
し
て
中

止
と
し
ま
し
た
が
、
キ
ャ
ン
セ
ル
が

間
に
合
わ
ず
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に

了
解
を
得
て
、
懇
親
会
場
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
料
理
を
持
ち
帰
っ
て
頂
き
ま
し

第
25
回
定
期
総
会
を
開
催
！

北
薩
地
域
労
福
協

段下会長あいさつ

議案の提案を確認する代議員の皆さん

た
。
こ
の
対
応
は
、
県
労
福
協
も
賛

同
し
て
い
る
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」
が

目
的
と
す
る
「
食
品
ロ
ス
削
減
」
の

観
点
か
ら
も
大
切
で
あ
る
こ
と
に
理

解
い
た
だ
い
た
結
果
で
す
。
お
店
の

方
々
に
も
感
謝
さ
れ
、
無
駄
な
く
美

味
し
く
頂
き
ま
し
た
。

第
27
回
定
期
総
会
を
開
催
！

奄
美
地
域
労
福
協

新年度の事業計画を承認

　
奄
美
地
域
労
働
者
福
祉
協
議
会
は

６
月
25
日
（
火
）、
九
州
労
働
金
庫

大
島
支
店
３
階
会
議
室
で
第
27
回
定

期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
濵
崎
哲
正
会
長
が
、
老

後
資
金
が
２
０
０
０
万
円
不
足
す
る

と
の
金
融
庁
の
報
告
に
ふ
れ
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
型
社
会
の
構
築

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
お
う
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
第
１
号
議
案
の
２
０
１

８
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
・

監
査
報
告
に
続
き
、
第
２
号
・
第
３

号
・
第
４
号
議
案
の
２
０
１
９
年
度

事
業
計
画
（
案
）・
予
算
（
案
）・
役

員
（
案
）
が
承
認
さ
れ
、
閉
会
し
ま

し
た
。

　
今
年
度
は
喜
界
地
区
で
の
歴
史
探

訪
講
座
を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
随

時
会
員
の
ニ
ー
ズ
と
時
世
に
合
わ
せ

た
事
業
の
開
催
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
奄
美
地
域
労
働
者
福
祉
協
議
会
と

九
州
労
働
金
庫
大
島
支
店
は
６
月

30
日
（
日
）、「
は
た
ら
く
方
々
の
親

睦
と
体
力
増
進
」
を
目
的
に
、
奄
美

市
名
瀬
総
合
体
育
館
で
第
29
回
労
福

協
・
ろ
う
き
ん
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

熱
戦
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
！

奄
美
地
域
労
福
協

　
今
年
は
、
昨
年
を
上
回
る
21
チ
ー

ム
・
２
８
４
人
が
参
加
し
、
Ａ
級
・

Ｂ
級
・
女
子
の
部
に
分
か
れ
て
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
Ａ
級
で
名
瀬
徳
洲
会
病

院
、
Ｂ
級
で
大
島
郡
医
師
会
病
院
、

女
子
の
部
で
小
浜
保
育
所
が
優
勝

し
、
各
優
勝
チ
ー
ム
か
ら
最
優
秀
選

手
（
計
３
名
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
来
年
の
大
会
参
加

に
つ
い
て
呼
び
掛
け
が
行
わ
れ
、
無

事
終
了
し
ま
し
た
。

熱気あふれる体育館！

親子で楽しく！！キレイにできるかな～

　
連
合
北
薩
地
協
女
性
委
員
会
と
北

薩
地
域
労
働
福
祉
協
議
会
は
６
月
16

日
（
日
）、
薩
摩
川
内
市
の
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
ハ
ー
バ
リ
ウ

ム
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
ハ
ー
バ

リ
ウ
ム
は
人
気
が
高
く
、
20
人
の
募

集
に
対
し
て
子
ど
も
を
含
む
44
人
の

参
加
申
し
込
み
が
あ
っ
た
た
め
、
当

日
は
会
場
を
工
夫
し
グ
ル
ー
プ
分
け

を
行
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
製
作
と
ス
ワ
ッ
グ

製
作
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
講
師

を
務
め
た
薩
摩
川
内
市
の
「
花
樹
フ

ロ
ー
リ
ス
ト
」
オ
ー
ナ
ー
・
飯
尾
直

之
さ
ん
か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
オ

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
と
ス
ワ
ッ
グ
製
作
に
挑
戦
！

北
薩
地
域
労
福
協

リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
作
り
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
は
光
が
差
し

込
む
こ
と
で
き
れ
い
に
見
え
る
物
な

の
で
た
く
さ
ん
入
れ
過
ぎ
て
も
良
く

な
い
の
で
す
が
、
つ
い
つ
い
欲
張
っ

て
し
ま
っ
た
り
、
ス
ワ
ッ
グ
は
花
や

葉
の
向
き
や
形
、
高
さ
の
バ
ラ
ン
ス

で
完
成
し
た
姿
が
全
く
変
っ
て
き
た

り
と
、
参
加
者
は
同
じ
材
料
で
も
違

う
作
品
に
な
る
こ
と
を
楽
し
み
な
が

ら
製
作
し
て
い
ま
し
た
。

　
講
師
か
ら
の
丁
寧
な
指
導
も
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
き
れ
い
で
素
敵
な
作

品
を
仕
上
げ
、
親
子
で
の
参
加
者
も

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
よ
う

で
し
た
。
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︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
７
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１
　
物
の
下
方
の
部
分
で
す

３
　
早
く
自
立
し
て
ほ
し
い

7
　
英
語
で
「
間
の
」
と
い
う

意
味

９
　
不
必
要
な
こ
と
の
例
え
。

…
…
に
ち
ょ
う
ち
ん

10
　
あ
こ
が
れ
の
秋
の
味
覚
で

す

11
　
コ
メ
農
家
に
と
っ
て
害
虫

で
す

13
　
秋
、
モ
ン
ブ
ラ
ン
と
い
え

ば

14
　
…
…
枝
、
…
…
木
、
…
…

山
水

15
　
郵
便
受
け
に
た
ま
り
ま
す

ね

17
　
日
本
の
国
蝶
で
す

20
　
自
分
か
ら
の
贈
り
物
を
へ

り
く
だ
っ
て
こ
う
い
い
ま

す

21
　
…
…
衛
星
、
…
…
知
能

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１
　
子
ど
も
の
習
い
事
の
ト
ッ
プ

２
　
…
…
落
、…
…
長
、…
…
道�

３
　「
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
」

の
機
動
兵
器
。
モ
ビ
ル

…
…

４
　
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ　１
欠
乏
に
よ
る

疾
患

5
　
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
は
…
…
を
利

用
し
て
体
内
の
様
子
を
診

ま
す

6
　
日
本
と
か
、
西
洋
と
か
、

中
華
と
か
、
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す

８
　
コ
ロ
ン
ブ
ス
と
の
関
係
は

有
名

12
　「
不
可
能
」
と
い
う
文
字

が
な
い
辞
書
を
持
っ
て
い

た
と
か

13
　
少
女
ハ
イ
ジ
の
友
達
で
す

14
　
混
と
ん
と
し
た
状
態
で
す

15
　
英
語
の
俗
語
で
臆
病
な
人

の
こ
と
を
い
い
ま
す

16
　
炭
水
化
物
は
…
…
に
変
わ

る

18
　
私
心
が
な
い
こ
と

19
　
医
者
に
投
げ
ら
れ
た
ら
大

変

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　
藤
田
　
幸
二	

岩
下
　
聡
汰

　
末
吉
　
　
学	

五
百
路
幸
一

　
川
野
　
俊
男	

鶴
田
　
道
正

　
村
上
美
寿
穂	

福
田
　
博
文

　
増
満
　
綾
佳	

小
橋
建
一
郎

　
森
山
　
清
美	

柏
木
　
美
保

　
前
之
園
孝
洋	

宮
田
　
知
夏

　
吉
原
あ
ず
さ	

山
村
祐
一
郎

　
川
元
　
頼
子	

福
田
な
つ
き

　
久
留
須
玲
子	

園
田
　
信
子

〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
解
答
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
職
場
名

を
明
記
の
こ
と
。
１
人
１
通
に
限
り

ま
す
。
な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対

す
る
ご
意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ

い
。
締
め
切
り
は
２
０
１
９
年
９
月

６
日
必
着
。
今
回
も
20
人
の
方
に
賞

品
を
進
呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890
‐
00
　64
鹿
児
島
市

鴨
池
新
町
五
‐
七
‐
六
〇
三
　
鹿
児

島
県
労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　
７
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は

70
通
で
、
70
通
が
正
解
で
し
た
。
厳

正
な
抽
選
の
結
果
、
下
記
の
20
人
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

答え
「アウトドア」

ひとりで悩んでいませんか？
安心ネットが、あなたを応援します
まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま
鹿児島市鴨池新町５番７号 県労働者福祉会館 6Ｆ

連合鹿児島地域協議会内 

0120-307-830

安心ネット姶良伊佐
霧島市隼人町見次1089-1 ユーミー隼人ビル101

連合姶良伊佐地域協議会内

0120-783-022

■相 談 日：月曜日～金曜日（土日祝を除く）

■相談時間：午前10時～午後4時

■相談内容：解雇・不払い残業・有給休暇・パワハラ・セクハラ

多重債務・奨学金・住宅（増・新築）など

■相　　談：原則無料

ただし、弁護士等専門家に相談する場合は、別途料

金がかかる場合があります。

こくみん共済 coopは営利を目的としない保障の生協とし
て共済事業を営み、相互扶助の精神にもとづき、組合員の
皆さまの安心とゆとりある暮らしに貢献することを目的と
しています。この趣旨に賛同いただき、出資金を払い込ん
で居住地または勤務地の共済生協の組合員となることで各
種共済をご利用いただけます。

公式キャラクター

ピットくん（鹿児島県）


